
だ
と
ホ
ッ
と
一
息
つ
い
た
。

ナ
ホ
ト
カ
を
目
指
し
窮
屈
な
苦
し
い
貨
車
生
活
。
待
ち
に
待

っ
た
ダ
モ
イ
、
な
ん
と
な
く
楽
し
く
正
月
と
盆
が
一
緒
に
く
る

と
語
り
合
っ
た
も
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
ナ
ホ
ト
カ
で
中
隊
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
私
は

交
替
要
員
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
さ
ら
に
一
年
有
余
ラ
ボ
ー

チ
ラ
ボ
ー
チ
で
追
い
回
さ
れ
る
羽
目
に
な
っ
た
。

本
当
の
ダ
モ
イ
は
二
十
四
年
九
月
三
十
日
。
ナ
ホ
ト
カ
出
帆
、

十
月
三
日
舞
鶴
上
陸
、
復
員
と
な
っ
た
。

我
が
青
春
は

シ
ベ
リ
ア
捕
虜
の
地
獄
に
い
た
　 

岩
手
県
　
川
村
富
弥
　 

神
州
不
滅
の
皇
軍
が
無
条
件
降
伏
と
は
、
夢
に
も
知
ら
ざ
る

出
来
事
で
あ
っ
た
。

私
は
山
神
府
七
二
二
一
部
隊
か
ら
関
東
軍
直
轄
一
二
五
師
団

一
四
九
連
隊
本
部
砲
兵
隊
電
気
技
術
下
士
官
と
し
て
転
属
し
、

終
戦
際
に
山
神
府
か
ら
チ
チ
ハ
ル
に
移
駐
し
た
。
チ
チ
ハ
ル
到

着
後
あ
る
日
、
チ
チ
ハ
ル
兵
器
■
に
出
張
帰
営
し
た
ら
、
す
で

に
連
隊
本
部
は
移
動
、
留
守
番
兵
五
人
く
ら
い
。
間
も
な
く
兵

舎
外
に
爆
弾
炸
裂
音
、
驚
い
て
舎
外
に
飛
び
出
し
た
途
端
に
機

銃
掃
射
を
受
け
、
あ
わ
て
て
逃
げ
ま
ど
う
う
ち
に
タ
コ
つ
ぼ
穴

に
落
ち
た
。
お
か
げ
で
生
命
は
助
か
っ
た
の
で
す
。

移
動
部
隊
名
不
明
の
無
蓋
貨
車
に
ま
ぎ
れ
乗
車
す
。
歩
く
満

人
は
竿
の
端
に
赤
布
切
れ
を
つ
け
て
い
る
の
が
不
思
議
に
思

う
。
や
が
て
明
け
方
の
ハ
ル
ピ
ン
駅
に
着
い
て
驚
い
た
。
限
り

な
い
ほ
ど
の
軍
人
、
地
方
人
の
黒
山
の
集
団
、
阿
鼻
叫
喚
、
地

獄
絵
図
と
は
こ
の
こ
と
。
日
本
は
戦
争
に
負
け
た
の
だ
。
血
気

の
多
い
将
校
は
は
や
る
心
で
戦
わ
ず
し
て
負
け
る
も
の
か
と
、

ソ
連
軍
に
一
撃
を
与
え
よ
う
と
白
鉢
巻
き
隊
を
編
成
、
来
攻
の

ソ
連
軍
に
備
え
て
は
見
た
も
の
、
結
局
は
武
装
解
除
と
な
り
、

ソ
連
軍
の
指
揮
下
に
完
全
な
る
捕
虜
姿
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
ど
こ
を
引
き
回
さ
れ
歩
い
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。

忘
れ
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
幼
児
の
死
骸
の
山
、
軍
馬
は
湿
地

帯
に
落
ち
身
動
き
も
で
き
ぬ
ま
ま
死
し
て
腹
は
ふ
く
れ
、
臭
気

た
だ
よ
い
、
表
現
の
言
葉
も
な
い
あ
り
さ
ま
。



そ
の
年
の
十
月
ご
ろ
、
野
営
収
容
所
将
校
下
士
官
三
百
人
く

ら
い
で
編
成
さ
れ
ソ
連
労
働
部
隊
に
属
し
、
ハ
ル
ピ
ン
南
岸
区

旧
満
鉄
社
員
寮
に
起
居
さ
せ
ら
れ
、
日
本
国
か
ら
の
略
奪
物
資

を
満
鉄
貨
車
か
ら
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
貨
車
へ
の
積
み
替
え
作
業
を

す
る
。
作
業
中
に
、
そ
の
物
資
を
盗
み
中
国
人
に
売
却
、
日
本

紙
幣
を
手
に
す
る
。
ソ
連
監
視
兵
に
対
し
プ
レ
ミ
ヤ
を
支
払
う

の
で
、
堂
々
と
目
的
は
達
成
さ
れ
た
の
で
す
。

や
が
て
翌
年
三
月
末
の
月
夜
の
晩
、
突
如
と
私
物
を
持
っ
て

全
員
外
に
出
よ
と
通
訳
よ
り
伝
達
。
ソ
レ
ッ
、
う
わ
さ
の
ご
と

く
奉
天
集
合
帰
国
ら
し
い
。
盗
品
売
り
さ
ば
き
で
こ
の
日
を
期

し
て
貯
え
た
日
本
紙
幣
で
あ
る
。
敗
戦
の
惜
し
さ
も
薄
ら
ぎ
、

考
え
は
祖
国
に
飛
ぶ
。
下
弦
の
月
は
ハ
ル
ピ
ン
街
を
照
ら
し
、

ネ
コ
の
子
一
匹
通
ら
ぬ
戒
厳
令
が
し
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
れ
言
う
と
な
く
シ
ベ
リ
ア
行
き
か
、
稲
妻
の
よ
う
な
ひ
ら

め
き
、
悲
壮
な
う
め
き
声
、
い
や
奉
天
行
き
か
も
し
れ
ぬ
、
考

え
は
交
錯
す
る
。
監
視
兵
の
ダ
ワ
イ
の
掛
け
声
で
ゾ
ロ
ゾ
ロ
動

き
出
し
た
の
だ
。
不
滅
の
日
本
軍
隊
集
団
、
哀
れ
な
る
魂
の
抜

け
が
ら
集
団
、
横
に
並
ん
で
歩
く
人
は
、
ど
こ
の
だ
れ
な
の
か

も
わ
か
ら
ぬ
。
ソ
連
軍
が
突
如
編
成
し
た
将
校
下
士
官
だ
け
の

混
成
集
団
で
あ
る
。
話
合
う
気
力
も
な
い
。
ハ
ル
ピ
ン
駅
に
は

赤
色
の
貨
車
は
投
光
器
に
照
ら
さ
れ
待
ち
受
け
て
い
た
。

貨
車
は
二
段
装
置
、
入
り
口
は
小
用
に
必
要
な
だ
け
開
き
、

鉄
線
で
固
く
結
ば
れ
、
上
段
の
四
隅
は
小
さ
な
窓
が
あ
る
。
乗

車
完
了
、
静
か
に
貨
車
は
動
き
出
し
た
。
果
た
し
て
行
く
先
は

奉
天
か
、
シ
ベ
リ
ア
か
、
考
え
は
交
錯
す
る
。
だ
れ
言
う
と
な

く
ハ
イ
ラ
ル
方
向
に
断
定
さ
れ
た
。

よ
く
も
だ
ま
し
た
。
よ
し
逃
亡
だ
。
私
は
ペ
ン
チ
に
米
二
升

く
ら
い
。
左
の
友
は
岐
阜
県
出
身
在
満
者
、
満
語
堪
能
者
石
原

伍
長
、
米
二
升
、
右
の
者
は
奈
良
県
出
身
川
合
乙
幹
軍
曹
米
一

升
、
乾
パ
ン
四
袋
所
持
。
列
車
は
登
り
坂
、
速
度
は
遅
い
。
ペ

ン
チ
が
鉄
線
に
食
い
込
む
せ
つ
な
、

ダ
タ
ダ
ッ
機
関
銃
の
音
だ
。

列
車
は
急
停
車
。
や
み
に
聞
こ
え
る
の
は
深
夜
に
機
関
車
の
蒸

気
音
だ
け
、
不
気
味
な
静
寂
で
あ
る
。
息
を
殺
し
て
し
ば
ら
く

待
つ
こ
と
数
分
間
。
露
語
と
日
本
語
の
声
、
や
や
間
を
お
い
て

通
訳
は
大
声
で
逃
亡
者
が
二
人
射
殺
さ
れ
た
、
逃
亡
計
画
者
が

い
る
な
ら
中
止
す
る
よ
う
叫
び
回
っ
て
く
る
。
我
々
の
計
画
は

こ
の
こ
と
で
万
事
中
止
。

眠
れ
ぬ
興
奮
状
態
の
朝
明
け
と
な
り
、
支
線
に
停
車
。
間
も



な
く
通
訳
同
行
で
各
車
ご
と
点
検
、
車
内
に
入
り
、
何
か
わ
め

き
声
。
上
段
窓
側
の
日
本
軍
人
三
人
を
引
き
ず
り
お
ろ
し
て
連

行
、
目
隠
し
を
さ
れ
、
二
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
距
離
か
ら
射

殺
す
る
。
理
由
は
、
下
痢
の
た
め
窓
を
開
け
鉄
線
を
切
断
、
用

便
を
し
た
。
逃
亡
計
画
者
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後

の
食
事
と
し
て
生
キ
ャ
ベ
ツ
だ
け
が
配
ら
れ
る
。
だ
れ
も
食
べ

る
者
は
い
な
い
。

昼
食
分
と
し
て
馬
糞
の
よ
う
な
黒
パ
ン
だ
け
。

ソ
連
の
列
車
は
一
た
ん
停
車
す
る
と
半
日
以
上
走
ら
な
い
。

ど
こ
ま
で
来
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
ど
り
着
い
た
の
は

ソ
満
国
境
の
ク
エ
ブ
シ
エ
フ
カ
。
宿
舎
は
れ
ん
が
工
場
の
窯
の

中
で
あ
る
。
電
気
も
な
い
。
昼
で
も
真
っ
暗
で
あ
る
。
冬
眠
熊

と
一
緒
で
あ
る
。

何
日
か
経
て
い
よ
い
よ
点
灯
設
備
に
入
る
。
日
本
の
家
庭
電

圧
は
百
ボ
ル
ト
、
ソ
連
は
二
百
ボ
ル
ト
の
た
め
、
日
本
製
の
電

球
は
そ
の
ま
ま
通
用
は
不
能
な
た
め
、
私
は
水
抵
抗
調
節
し
点

灯
し
た
た
め
、
一
躍
イ
ン
ジ
ネ
ー
ル
と
な
り
、
大
変
重
宝
が
ら

れ
、
そ
の
後
れ
ん
が
工
場
作
業
場
で
は
軽
労
働
の
機
械
給
油
係

で
大
分
助
か
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
年
春
こ
ろ
か
ら
思
想
革
命
を
狙
う
共
産
教
育
の
日
本
新
聞

が
配
ら
れ
、
シ
ベ
リ
ア
捕
虜
民
主
運
動
が
芽
生
え
、
労
働
の
汗

の
力
で
民
主
社
会
建
設
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ

は
有
刺
鉄
線
を
二
重
に
張
り
、
夜
間
投
光
器
を
照
ら
し
て
監
視

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

作
業
は
伐
採
、
炭
鉱
、
鉄
道
、
建
築
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

私
は
二
年
目
の
冬
は
伐
採
班
に
回
り
、
い
よ
い
よ
空
気
も
凍
る

厳
寒
の
深
山
に
入
る
。
雲
つ
く
よ
う
な
大
森
林
、
丸
太
を
積
み

重
ね
た
宿
舎
（
ラ
ー
ゲ
リ
）
寝
台
は
丸
太
を
並
べ
、
乾
草
を
敷

き
ご
ろ
寝
。
朝
五
時
に
起
床
、
黒
パ
ン
一
切
れ
、
麦
ス
ー
プ
、

携
行
昼
食
は
黒
パ
ン
一
切
れ
、
ニ
シ
ン
の
塩
漬
け
、
そ
れ
に
お

お
い
か
ぶ
さ
る
ノ
ル
マ
責
め
。
栄
養
失
調
患
者
、
病
人
、
死
者

続
出
、
シ
ラ
ミ
の
繁
殖
、
死
者
の
む
く
ろ
は
別
棟
の
小
屋
に
積

み
重
ね
、
雪
解
け
の
春
を
待
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
世
の
地
獄
絵

図
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
と
思
う
。

民
主
運
動
は
日
増
し
に
た
け
り
狂
い
、
階
級
闘
争
に
発
展
、

日
本
人
が
日
本
人
を
精
神
的
苦
痛
の
死
の
境
地
に
追
い
込
ん
だ

の
で
あ
る
。

あ
る
深
山
ラ
ー
ゲ
リ
に
て
夜
の
出
来
事
。
民
主
運
動
研
究
グ

ル
ー
プ
の
一
人
が
カ
ン
パ
ニ
ヤ
対
象
者
に
な
り
、
反
発
を
し
て



わ
れ
こ
そ
は
真
の
民
主
主
義
者
な
り
と
、
自
分
の
左
人
指
し
指

を
タ
ポ
ー
ル
（
お
の
）
で
切
断
、
ま
さ
に
狂
気
の
沙
汰
で
あ
っ

た
、
千
葉
県
出
身
者
。
朝
か
ら
晩
ま
で
団
結
の
歌
、
赤
旗
の
歌

と
悲
壮
な
叫
び
声
を
張
り
上
げ
、
作
業
現
場
に
向
か
う
。

ラ
イ
チ
ハ
に
移
動
し
、
過
酷
労
働
は
薄
れ
、
給
与
も
改
善
さ

れ
た
。
今
考
え
て
見
る
に
、
食
糧
の
不
足
、
過
酷
労
働
、
厳
寒
、

民
主
運
動
の
テ
ロ
ル
に
よ
っ
て
多
く
の
死
者
が
出
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記
　 

神
奈
川
県
　
鈴
木
重
雄
　 

私
は
北
支
派
遣
軍
よ
り
終
戦
直
前
、
満
州
龍
江
省
白
城
子
飛

行
場
付
近
の
警
備
の
た
め
駐
屯
し
、
八
月
九
日
ソ
連
の
対
日
宣

戦
布
告
で
、
空
襲
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
直
後
、
師
団
は
前
線
縮
小
の
た
め
朝
鮮
南
下
の
途
中
、

新
京
駅
構
内
で
移
動
停
止
さ
れ
、
武
装
解
除
さ
れ
た
の
で
す
。

第
八
労
働
大
隊
を
建
国
大
学
で
編
成
。

以
後
足
か
け
四
年
、
チ
タ
（
チ
タ
州
）
と
ウ
ラ
ン
ウ
デ
（
ブ

リ
ヤ
ー
ト
共
和
国
）
の
州
境
の
ハ
ラ
グ
ー
ン
と
い
う
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
の
小
さ
な
駅
に
下
車
、
そ
の
後
東
京
ダ
モ
イ
と
称
し
て
、

転
々
と
移
動
し
な
が
ら
作
業
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十

三
年
六
月
、
無
事
に
帰
国
し
た
も
の
で
す
。

昭
和
二
十
年

八
月
二
十
五
日
西
へ
行
く
か
東
へ
行
く
か
、
汽
車
は
一
望
千

里
の
広
野
を
走
る
。
我
々
は
一
体
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
疑
心

暗
鬼
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

八
月
三
十
一
日
に
国
境
守
備
隊
の
拠
点
、

黒
河
に
到
着
し
た
。

街
は
砲
爆
撃
で
惨
た
ん
た
る
廃
墟
と
化
し
て
い
る
で
は
な
い

か
。
黒
竜
江
の
対
岸
ソ
連
領
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
を
四
十

両
連
結
の
貨
車
が
出
発
し
た
の
は
、
晩
秋
の
寒
い
夜
だ
っ
た
。

こ
の
夜
が
明
け
れ
ば
私
た
ち
の
運
命
が
決
定
す
る
の
だ
。

貨
車
は
時
折
不
気
味
な
汽
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら
暗
黒
の
シ
ベ

リ
ア
平
原
を
北
へ
北
へ
と
向
か
っ
て
走
り
続
け
る
。
車
内
は
身

動
き
も
楽
で
な
い
し
、
照
明
も
な
く
、
退
屈
し
た
兵
隊
の
吸
う

た
ば
こ
の
火
だ
け
が
赤
く
光
る
。
窓
の
外
は
星
明
り
で
、
ほ
の

明
る
く
、
北
極
星
が
一
際
輝
い
て
見
え
る
。

一
行
三
千
人
の
部
隊
が
ど
こ
へ
移
動
す
る
か
不
安
で
い
っ
ぱ




